
学習の到達目標

授業の概要

評価の観点・方法

　次の３つの観点に基づき、各学期ともに定期考査までの学習内容のまとまりごとに、下記の評価項目により

観点ごと総括した評価結果を合計して、それを基に学期末・学年末に総括（評定）します。

③　主体的に学習に取り組む態度

５ … 十分満足できると判断できるもののうち特に程度の高いもの
４ … 十分満足できると判断できるもの

３ … おおむね満足できると判断できるもの

２ … 努力を要すると判断されるもの

１ … 一層努力を要すると判断されるもの
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新詳　地理探究
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地理に関わる諸事象について、よりよ
い社会の実現を視野にそこで見られる
課題を主体的に探究しようとする態度
を養うとともに、多面的・多角的な考
察や深い理解を通して涵養される日本
国民としての自覚、我が国の国土に対
する愛情、世界の諸地域の多様な生活
文化を尊重しようとすることの大切さ
についての自覚などを深めている。

学習への参加状況など

副教材 新詳地理資料CONPLETE2024

・「地理総合」の学習によって身に付けた知識や資質・能力を基に、系統地理的な考察、地誌的な考察によって習得
　した知識や概念を活用して、現代世界に求められるこれからの日本の国土像を探究する力の育成を目指します。
・系統地理の学習では、地理的な諸事象を項目別に取り上げ、空間的な傾向や規則性、関連する課題の要因などを考
　察します。
・地誌の学習では、地理的な諸事象を、視点を変えて地域的な枠組みで捉え、事象同士を有機的に関連付けて考察し
　たり、類似的または対照的な性格の二つの地域を比較して考察したりします。
・ペアワークやグループワークを積極的に行い、学習内容を基にした探究活動を多く取り入れます。

①　知識・技能

（１）  地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的な諸事象の規則性，傾向性や，世界の諸地域の地域的特色や
　　　課題などを理解するとともに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々
　　　な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

（３）　地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に探究しようとす
　　　る態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国
　　　の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを
　　　深める。

（２）　地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存
　　　関係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，系統地理的，地誌的に，概念などを活用して多面的・多
　　　角的に考察したり，地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明
　　　したり，それらを基に議論したりする力を養う。

②　思考・判断・表現

評価規準

地理に関わる諸事象に関して、世界
の空間的な諸事象の規則性、傾向性
や、世界の諸地域の地域的特色や課
題などを理解しているとともに、地
図や地理情報システムを用いて、調
査や諸資料から地理に関する様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身に付けている。

評価の対象
定期考査・課題確認テスト・授
業時の観察など

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相
互の関係を、位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空間的相互依存
関係、地域などに着目して、系統地理的、
地誌的に、概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり、地理的な課題の解決に
向けて構想したりする力や、考察、構想し
たことを効果的に説明したり、それらを基
に議論したりする力を身に付けている。

定期考査・課題レポート・授業時の
観察など

備　考

・観点別学習状況は３段階で表し、３段階の表示は、A、B、Cとし、科目の目標に基づきその達成状況を

「十分満足できる」：A、 「おおむね満足できる」：B、 「努力を要する」：C

として評価します。

・「評定」は、上記「観点別学習状況の評価」を総括し、その結果を５段階で表します。



年間学習計画

学
期

単　　元 学習内容とねらい（内容のまとまりごとの評価規準） 定期考査

１
学
期

第１部　現代世界の系
統地理的考察
第１章　自然環境

・地形，気候，生態系などに関わる諸事象を基に，それらの事象の空間的な規則性，傾向性
や， 地球環境問題の現状や要因，解決に向けた取組などについて理解している。

１学期
中間考査

・地形，気候，生態系などに関わる諸事象について，場所の特徴や自然及び社会的条件との
関わりなどに着目して，主題を設定し，それらの事象の空間的な規則性，傾向性や，関連す
る地球的課題の要因や動向などを多面的・多角的に考察し，表現している。

・自然環境について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しよ
うとしている。

第２章　資源と産業 ・資源・エネルギーや農業，工業などに関わる諸事象を基に，それらの事象の空間的な規則
性，傾向性や，資源・エネルギー，食料問題の現状や要因，解決に向けた取組などについて
理解している。

１学期
期末考査

・資源・エネルギーや農業，工業などに関わる諸事象について，場所の特徴や場所の結び付
きなどに着目して，主題を設定し，それらの事象の空間的な規則性，傾向性や，関連する地
球的課題の要因や動向などを多面的・多角的に考察し，表現している。

・資源，産業について，よりよい 社会の実現を視野にそこで見ら れる課題を主体的に追究
しよう としている。

第３章　交通・通信と
観光，貿易

・交通・通信網と物流や人の移動 に関する運輸，観光などに関わ る諸事象を基に，それら
の事象 の空間的な規則性，傾向性や， 交通・通信，観光に関わる問題 の現状や要因，解決
に向けた取 組などについて理解している。

・交通・通信網と物流や人の移動 に関する運輸，観光などに関わ る諸事象について，場所
の特徴 や場所の結び付きなどに着目 して，主題を設定し，それらの 事象の空間的な規則
性，傾向性 や，関連する地球的課題の要因 や動向などを多面的・多角的に 考察し，表現し
ている。

・交通・通信，観光について，よ りよい社会の実現を視野にそこ で見られる課題を主体的
に追究 しようとしている。

２
学
期

第４章　人口，村落・
都市 ・人口，都市・村落などに関わる 諸事象を基に，それらの事象の 空間的な規則性，傾向性

や，人 口，居住・都市問題の現状や要 因，解決に向けた取組などにつ いて理解している。

第２部　現代世界の地
誌的考察
第１章　現代世界の地
域区分

・世界や世界の諸地域に関する各種の主題図や資料を基に，世界を幾つかの地域に区分する
方法や地域の概念，地域区分の意義などについて理解している。

２学期
中間考査

 ・人口，都市・村落などに関わる諸事象について，場所の特徴や場所の結び付きなどに着目
して，主題を設定し，それらの事象の空間的な規則性，傾向性や，関連する地球的課題の要
因や動向などを多面的・多角的に考察し，表現している。

・人口，都市・村落について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に
追究しようとしている。

第５章　生活文化，民
族・宗教

・生活文化，民族・宗教などに関わる諸事象を基に，それらの事象の空間的な規則性，傾向
性や，民族，領土問題の現状や要因，解決に向けた取組などについて理解している。

・生活文化，民族・宗教などに関わる諸事象について，場所の特徴や場所の結び付きなどに
着目して，主題を設定し，それらの事象の空間的な規則性，傾向性や，関連する地球的課題
の要因や動向などを多面的・多角的に考察し，表現している。

・生活文化，民族・宗教について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体
的に追究しようとしている。

２学期
期末考査

・世界や世界の諸地域の地域区分について，地域の共通点や差異，分布などに着目して，主
題を設定し，地域の捉え方などを多面的・多角的に考察し，表現している。

・現代世界の地域区分について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的
に追究しようとしている。

第２章　現代世界の諸
地域

・幾つかの地域に区分した現代世界の諸地域を基に，諸地域に見られる地域的特色や地球的
課題などについて理解している。

・現代世界の諸地域について，地域の結び付き，構造や変容などに着目して，主題を設定
し，地域的特色や地球的課題などを多面的・多角的に考察し，表現している。

・現代世界の諸地域について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に
追究しようとしている。

３
学
期

第３部　現代世界にお
けるこれからの日本の
国土像
第１章　持続可能な国
土像の探究

・現代世界におけるこれからの日本の国土像の探究を基に，我が国が抱える地理的な諸課題
の解決の方向性や将来の国土の在り方などを構想することの重要性や，探究する手法などに
ついて理解している。

・現代世界におけるこれからの日本の国土像について，地域の結び付き，構造や変容，持続
可能な社会づくりなどに着目して，主題を設定し，我が国が抱える地理的な諸課題の解決の
方向性や将来の国土の在り方などを多面的・多角的に探究し，表現している。

・持続可能な国土像の探究について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主
体的に探究しようとしている。


